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私
は
、
思
い
を
新
た
に
町
民
憲
章

に
定
め
た
、｢

先
人
の
築
い
た
、
郷

土
に
う
や
ま
い
と
誇
り
を
も
ち
、
い

の
ち
輝
く
豊
か
な
ふ
る
さ
と｣

の
確

か
な
礎
を
築
い
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

地
方
分
権
社
会
の
本
格
的
な
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
各
自
治

体
は
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原

則
に
基
づ
き
、
創
意
工
夫
に
富
ん
だ

施
策
を
展
開
し
、
個
性
的
な
地
域
社

会
を
つ
く
る
重
要
な
使
命
を
担
っ
て

い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
と
地
方
の
税

財
政
を
見
直
す

｢

三
位
一
体
改
革｣

は
、
税
源
移
譲
は
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
道
半
ば
で
地
方
の
痛
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
我
が

町
は
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
、

自
主
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
健
全
財
政
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、

更
な
る
行
財
政
改
革
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。
な
お
、
五
年
間

(
十
七
年

度
〜
二
十
一
年
度)

で
総
額
約
二
十

一
億
八
千
万
円
の
経
費
削
減
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
十
八
年
度
末
基
金
残

高
見
込
み
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
財
政
調
整
基
金六

億
七
千
四
百
万
円

▽
減
債
基
金

二
億
百
万
円

▽
計

八
億
七
千
五
百
万
円

な
お
、
十
六
年
度
末

(

合
併
時
、

約
七
億
九
千
八
百
万
円)

に
比
し
て
、

約
七
千
七
百
万
円
増
え
て
お
り
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
痛
み
の
行
財
政
改

革
の
効
果
が
出
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
道
の
り
は
、
極
め
て
厳
し
く
、

町
民
、
各
団
体
等
の
痛
み
や
負
担
と

重
く
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
財
源
の
大
宗
を
占
め

る
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の

示
し
た
基
準
四
・
四
％
減
を
上
回
り
、

十
八
年
度
実
績
四
・
六
％
減
、
金
額

で
約
一
億
七
千
七
百
万
円
を
計
上
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、｢

東
北
町

総
合
振
興
計
画｣

を
基
本
と
し
、
そ

の
思
い
と
心
を
し
っ
か
り
と
受
け
と

め
、
新
町
建
設
計
画
を
着
実
に
実
行

す
る
と
と
も
に

｢

ま
ち
づ
く
り
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
た
め
に
あ
る｣

と
い
う
基
本
認
識
の
も
と
、
既
に
策

定
し
て
お
り
ま
す
地
域
ミ
ニ
計
画
を

緊
急
性
や
重
要
性
を
見
極
め
な
が
ら
、

計
画
の
実
効
性
を
高
め
て
参
り
ま
す
。

◆
長
い
も
洗
浄
選
別
・
貯
蔵
施
設
の

建
設

(

十
九
年
〜
二
十
年
度)

総
事
業
費

約
二
十
億
円

初
年
度

約
二
億
七
千
八
百
万
円

①
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
、
価
格
競
争

力
を
高
め
る

②
個
性
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

③
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
名
実
共
に
安

全
・
安
心
の
食
糧
供
給
基
地
を
つ

く
る

◆
商
店
街
の
活
性
化
、
人
々
が
集
う
、

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
を
確
立
す
る

①
湖
水
ま
つ
り
、
た
い
ま
つ
祭
、
秋

ま
つ
り
の
実
施

②
各
種
活
性
化
事
業

(

ス
タ
ン
プ
、

共
通
商
品
券)

の
実
施

◆
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

昭
和
五
十
七
年
に
建
設
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
含
め
た
利
用

者
の
安
全
性
、
快
適
性
の
確
保
に

努
め
、
合
わ
せ
て
商
店
街
の
活
性

化
に
結
び
つ
け
る

◆
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

①
上
北
道
路
の
早
期
完
成
を
め
ざ
す

現
在
八
億
円
の
予
算
で
路
線
を
確

定
し
、
用
地
買
収
を
行
っ
て
い
る

②
町
内
の
各
路
線
を
整
備
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
確
立
す
る
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①
中
山
間
地
域
整
備
事
業

東
北
地
区
十
八
路
線

(

十
九
〜
二
十
四
年)

総
事
業
費

約
十
六
億
円

初
年
度
町
負
担

二
千
四
百
万
円

②
上
北
地
区
農
村
振
興
総
合
整
備
事

業

(

十
六
路
線)

総
事
業
費

約
十
一
億
円

初
年
度
町
負
担

二
千
六
百
万
円

③
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業

各
土
地
改
良
区

(

十
九
〜
二
十
三
年)

総
事
業
費

約
二
億
二
千
万
円

初
年
度
町
負
担

一
千
百
万
円

�
�
�
�
�

①
調
整
交
付
金
事
業

一
億
六
千
五
百
万
円

②
補
給
支
処
周
辺
障
害
防
止
事
業

総
事
業
費

約
三
十
八
億
円
の
予
定

十
九
年
度

六
千
八
百
万
円

③
外
蛯
沢
・
甲
地
線
改
良
事
業

総
事
業
費

約
九
億
円

十
九
年
度

一
億
円

④
蓼
内
・
根
前
線
改
良
事
業

総
事
業
費

約
六
億
円

十
九
年
度

五
千
百
万
円

◆
教
育
基
盤
の
充
実
と
学
力
の
向
上

の
た
め
に
、
な
お
一
層
の
実
践
活

動
を
推
進
す
る

①
上
北
中
学
校
、
甲
地
小
学
校
を
二

年
間
か
け
て
改
修
・
改
築
す
る

▽
上
北
中
学
校

総
事
業
費

約
四
億
六
千
万
円

▽
甲
地
小
学
校

総
事
業
費

約
七
億
二
千
万
円

②
学
校
教
育
支
援
員
配
置
事
業

こ
れ
ま
で
単
独
で
中
学
校
だ
け

に
配
置
し
て
き
た

｢

学
校
生
活
相

談
員｣

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、

確
か
な
学
力
の
向
上
元
年
と
位
置

づ
け
、｢

い
じ
め｣

｢

不
登
校｣

の

未
然
防
止
及
び
早
期
発
見
、
早
期

対
応
を
行
う
た
め
に
実
施
す
る

③
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、
独
自

性
、
創
造
性
を
発
揮
し
た
事
業
を

展
開
す
る

④
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
に
さ

ら
に
地
域
、
家
庭
、
学
校
の
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
く

◆
子
ど
も
読
書
推
進
の
強
化
充
実

①
保
育
園
・
小
学
校
等
へ
の
移
動
図

書
館
を
実
施
し
て
、
基
礎
学
力
の

向
上
を
め
ざ
す

②
図
書
館
運
営
の
一
本
化
を
図
っ
て

い
く

③
淋
代
地
区
で
は
、
旧
淋
代
小
学
校

校
舎
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
し

て
活
用
し
て
い
る
が
、
解
体
・
建

築
に
よ
り
新
た
な
社
会
教
育
施
設

と
し
て
整
備
す
る

総
事
業
費

八
千
六
百
万
円

◆
小
川
原
湖
の
環
境
保
全
、
資
源
保

護
を
図
る

①
小
川
原
湖
底
質
調
査

八
十
六
万
一
千
円

今
年
度
で
三
年
目
、
実
態
調
査
を

継
続
し
、
そ
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

②
し
じ
み
貝
種
苗
生
産
事
業

百
万
円

今
年
度
で
四
年
目
、
種
苗
放
流
が

奏
功
、
資
源
回
復
に
向
っ
て
い
る
。

◆
次
世
代
育
成
支
援
並
び
に
共
稼
ぎ

家
族
の
支
援
に
つ
い
て

子
育
て
、
経
済
支
援
、
地
域
で
支

え
合
う
社
会
を
め
ざ
す

①
保
育
料
の
軽
減
は
、
国
基
準
額
の

半
額
を
負
担
す
る
財
源
約
一
億
五

百
万
円
を
計
上
し
て
い
る

な
お
、
県
下
で
東
北
町
の
保
育

所
入
所
率
八
十
二
％
は
一
番
目
に

高
く
、
保
育
料
は
六
番
目
に
低
く

な
っ
て
い
る

②
延
長
保
育
、
障
害
児
保
育
な
ど
の

特
別
保
育
事
業
の
財
源
と
し
て
約

四
千
五
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る

◆
電
子
決
裁
の
町
を
め
ざ
す

財
務
会
計
業
務

(

伝
票
決
裁)

は
昨
年
八
月
か
ら
本
格
運
用
を
開

始
し
て
軌
道
に
乗
っ
て
お
り
、
こ

の
四
月
か
ら
は
、
文
書
管
理
の
試

行
運
用
を
め
ざ
し
て
い
る

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
事
務
の
効

率
化
、
経
費
削
減
に
結
び
つ
け
て

い
く
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5
6
7
8
9
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8

9
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@
3
A
3
4
B

C
D
�
?
@
E
F
G
6
=
D
H
%
I
B

J
K
L
M
N

�
�

�

O
7
8
9
6
/

◆P
�
7
8
Q
R
S
�
T

米
内
山
一

晴
、
木
村
祐
登
、
佐
々
木
洲
、
阿
部

恭
征
、
向
後
瑠
音
、
蛯
名
真
菜
美

R
�
�
T

立
崎
舜
、
瀬
川
大
吾R

�
�
T

蛯
名
壱
公

◆7
U
V
7
8
Q
R
;
�
T

沼
村
雅

樹
、
沼
澤
大
斗
、
沼
田
祐
樹
、
小
笠

原
祐
麻
、
榊
洸
佑
、
沼
山
翔
、
冨
岡

幸
奈R

�
�
T

小
笠
原
維
、
榊
翔
弥

R
S
�
T

吉
野
祐
夏
、
沼
尾
友
輝
、

沼
澤
日
菜
、
蛯
名
留
美
、
市
川
野
土

香
、
橘
悠
奈
、
富
岡
実
梨R

W
�
T

小
笠
原
慶
、
沼
田
莉
子R

�
�
T

小

栗
泰
雅R

�
�
T

小
栗
康
聖

◆X
�
7
8
Q
R
;
�
T

蛯
名
捺
美
、

野
田
知
令
、
簗
川
翼
、
小
玉
眞
美
、

阿
部
美
沙
紀
、
沼
尾
悠
希
、
和
田
祐

実
、
沼
辺
結
、
高
田
真
衣R

�
�
T

野
田
志
織
、
坂
本
夏
菜
、
米
内
山
咲

希
、
蛯
名
紗
彩
、
工
藤
夏
美
、
沼
村

桃
花
、
米
内
山
愛
望
、
和
田
佳
奈
実
、

沼
村
朋
弥R

S
�
T

野
田
彩
葉
、
新

山
美
雪
、
蛯
名
泰
世
、
片
野
美
紗
稀
、

小
笠
原
菜
摘
、
蛯
名
登
子R

W
�
T

�
田
玲
、
沼
村
莉
花R

�
�
T

野
田

淳
史
、
和
田
圭
汰
、
新
山
玲
海
、
町

屋
ひ
か
る
、
和
田
真
香
、
佐
藤
瑠
菜
、

和
田
華
歩R

�
�
T

和
田
眞
綾
、
野

田
佳
澄

◆Y
Z
7
8
Q
R
;
�
T

本
間
隼
人
、

荒
木
元
晴
、
石
文
瞬
、
北
村
翼R

�
�
T

上
野
和
真
、
大
杉
翼
、
伊
藤
彰

斗
、
山
田
周R

S
�
T

大
久
保
和
輝

R
W
�
T

荒
木
光
輝
、
大
久
保
佳
祐

◆[
\
7
8
Q
R
;
�
T

中
村
俊
樹

R
S
�
T

久
保
田
祥
弥
、
久
保
田
拓

真R
W
�
T

久
保
田
侃
滋
、
松
山
瑠

伽
、
沢
田
紋
香
、
野
田
頭
響
子R

�
�
T

久
保
田
笑
緑
、
小
泉
理
奈
、
蓬

畑
玲
香
、
木
村
祥
梧
、
酒
田
由
佳
、

大
杉
芽
依

◆]
^
7
8
Q
R
;
�
T

鶴
ヶ
崎
夏

希
、
沼
田
玲
奈
、
甲
地
博
人
、
長
内

知
邑
、
沼
辺
芳
紀
、
澤
居
若
菜
、
沼

山
達
登
、
吹
越
奈
穂R

�
�
T

吹
越

渚
、
鶴
ケ
崎
隼
人
、
澤
田
賢
也
、
鶴

ケ
崎
滉
祐
、
沼
山
智
代
美
、
吹
越
太

周
、
鶴
ケ
崎
茜R

S
�
T

鶴
ケ
�
彩

音
、
佐
伯
美
波
、
吹
越
美
咲
、
沼
山

奈
々
、
濱
田
悠
楓
、
鶴
ケ
崎
瞭
汰
、

沼
辺
裕
佳R

W
�
T

吹
越
大
清
、
沢

居
杏
実
、
沼
辺
美
里
、
野
田
頭
涼
香
、

鶴
居
貫
真
、
長
久
保
恵
佑R

�
�
T

鶴
居
陸
斗
、
長
内
竣
、
細
井
聡
太
、

沼
田
幸
弘
、
長
久
保
紗
紀R

�
�
T

濱
田
舞
、
鶴
ケ
崎
莉
帆
、
岡
山
穂
乃

香
、
岡
山
杏
由
美
、
濱
田
棋
平
、
沼

辺
航
平
、
浜
田
恵
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乙
山
愛
璃
、

向
井
勇
太
、
蓬
畑
里
帆
、
石
田
友
莉
、

蓬
畑
い
つ
か
、
小
原
雅
和
、
木
村
美

月
、
高
田
実
奈
弥
、
松
山
梨
紗
、
木

村
美
里
、
長
尾
泰
尚
、
千
秋
源
次
、

前
野
秀
哉
、
蛯
名
直
紀
、
小
向
祥
太
、

横
浜
将
吾
、
向
井
魅
優
、
松
橋
あ
か

り
、
木
村
瞭
汰
、
矢
田
部
翔
吾
、
工

藤
涼
、
下
田
雄
大
、
石
田
将
、
前
野

敬
寛
、
松
田
彰
太
、
西�

遼
太
、
下

浅
祐
也�

�
	



久
保
田
美
宥
、
川

口
侑
華
、
今
給
黎
亮
佑
、
乙
供
亜
美
、

常
盤
祐
美
奈
、
村
居
景
太
、
上
崎
知

比
路
、
黒
川
彩
、
蛯
澤
幸
樹
、
岡
山

博
史
、
大
山
凌
央
、
近
藤
大
喜
、
成

田
光
、
中
村
翔
子�

�
	



橋
本
優

雅
、
久
保
玲
奈
、
漆
戸
雛
、
岩
清
水

慶
多
、
久
保
田
法
教
、
蓬
畑
優
華
、

甲
地
香
南
子
、
高
岡
大
地
、
蛯
沢
靖

也
、
久
保
田
介
人
、
中
村
優
之
介
、

山
田
蓮
、
山
中
翔
也�


	



江
刺

家
忠
輝�

�
	



二
ツ
森
朱
、
石
塚

日
向
、
井
上
彩
那

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

	



中
居
寿
々

菜
、
和
田
咲
綺
、
和
田
恵
里
香
、
町

屋
あ
ゆ
み�

�
	



蛯
名
亜
里
紗
、

野
田
智
美
、
二
ツ
森
加
奈
、
佐
々
木

春
香
、
市
川
彩
稀�

�
	



蛯
名
安

奈
、
沼
尾
苑
佳
、
阿
部
愛
美
、
佐
々

木
郁
美
、
蛯
名
美
奈
、
蛯
名
志
穂
、

岡
山
蓮

◆�
�
�
�
�
�
�

	



川
端
美

香
、
沼
辺
翔
太
、
吹
越
今
日
子�

�
	



沼
山
ひ
か
り
、
久
保
田
悠
、
久

保
田
紫
乃
、
野
田
頭
妹
依�

�
	



澤
田
遥
、
岡
山
紗
也
佳

◆�
�
�
�
�
�

	



木
村
春
花
、

中
村
真
美
、
長
尾
真
優
、
蛯
澤
美
咲
、

木
村
恵
理
、
向
井
佳
奈
、
乙
崎
小
百

合
、
岡
山
瑞
紀
、
前
野
恵
里
、
工
藤

真
希
、
常
盤
真
梨
乃
、
向
井
真
奈
美
、

高
田
龍
弥
、
蛯
名
聡
勝
、
北
村
光
聖
、

千
葉
幹
勘
、
鶴
ケ
崎
千
晴
、
佐
藤
黎
、

中
野
佑
、
大
杉
裕
輝
、
高
田
幸
貴
、

枋
木
司
、
新
岡
将
成
、
横
川
真
美
子
、

高
田
涼
平
、
野
田
頭
洸
亜
、
下
浅
暁
、

藤
井
健
太
郎
、
西
舘
翔
也
、
吉
本
紀

子
、
久
保
田
エ
リ
ナ
、
田
中
咲
子

�
�
	



小
原
あ
や
め
、
荒
木
美
穂
、

木
村
彩
花
、
高
木
美
穂
、
天
間
い
ず

み
、
岡
山
美
穂
、
滝
沢
郁
恵
、
本
間

愛
梨
、
石
田
愛
理
、
甲
地
瑛
子
、
北

村
瑞
穂
、
澤
口
世
玲
奈
、
野
田
頭
誉

司
人
、
乙
供
真
紀
子
、
李
沢
咲
貴
子
、

附
田
修
宏
、
村
居
拓
弥
、
松
山
啓
恵
、

山
田
秀
人
、
蛯
沢
綾
一
、
沢
田
慎
悟
、

山
田
遼
太
、
川
口
晃
貴
、
蛯
名
舜
一
、

北
村
祐
也
、
江
刺
家
悠
大
、
蓬
畑
直

紀
、
山
中
洸
司
、
黒
川
遼
、
蛯
沢
奎
、

小
坂
恭
平
、
濱
谷
香
織
、
千
秋
恵
、

鶴
ケ
崎
希
、
�
田
愛
、
小
林
奈
央
、

蓬
畑
文
香
、
大
山
紗
季
、
蛯
沢
貴

�
�
	



高
村
友
希
、
天
間
苑
佳
、

木
村
知
夏
、
木
村
麻
稀
、
蛯
沢
萌
子
、

乙
部
楓
、
蛯
沢
紗
弥
佳
、
二
ツ
森
幸

乃
、
岡
山
眞
唯
、
向
井
真
奈
美
、
本

間
麗
香
、
沢
居
明
日
香
、
中
村
雅
人
、

熊
澤
沙
也
加
、
乙
供
大
輔
、
中
村
郁

馬
、
松
山
翼
、
蛯
沢
俊
起
、
北
村
涼
、

榎
本
盟
、
甲
地
瑞
穂
、
大
久
保
明
菜
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0
1
�
2
�
�
3
4
�
5

6
�
�
�
7
)
8
0
1
9

:
;

<
�
=
+
>
?
@
A
+
B

;
C
&
D
9

E
F
G
H
I

J


�
�

▽
八
森
勉

(

会
津
大
学
四
年)

J


�
K
L
�

▽
藤
田
友
志

(

地
域
歴
史
文
化
懇
話

会)

▽
伊
賀
幸
子

(

東
北
町
文
化
協
会
・

こ
だ
ま
コ
ー
ラ
ス)

▽
大
湊
百
合
子

(

同)

▽
久
保
田
征
子(

東
北
町
文
化
協
会
・

日
本
習
字
教
育
財
団
や
ま
び
こ
支

部)

▽
逓
駅
隆
英

(

東
北
町
文
化
協
会
・

写
真
ク
ラ
ブ
全
日
写
連
七
戸
支
部)

▽
松
橋
洋
司

(

東
北
町
文
化
協
会
・

写
真
ク
ラ
ブ)

▽
皆
川
安
雄

(

東
北
町
文
化
協
会
・

日
本
習
字
栄
町
書
道
教
室
・
日
本

習
字
教
育
財
団
支
部
長)

▽
蛯
名
ト
ワ

(

東
北
町
文
化
協
会
・

舞
扇
毬
菊
上
北
第
一
教
室)

▽
藤
嶋
洋
安

(
八
幡
神
楽
保
存
会)

▽
柴
田
満
雄

(

大
浦
神
楽
保
存
会)

▽
高
松
由
蔵

(

同)

J


�
M
N
�

▽
野
村
美
那
子(

三
沢
商
業
高
三
年
・

ワ
ー
プ
ロ
部)

▽
川
村
李
恵

(

青
森
戸
山
高
三
年
・

美
術
科)

▽
山
谷
香
純

(

七
戸
高
三
年
・
吹
奏

楽
部)

▽
中
村
春
華

(

七
戸
高
二
年
・
吹
奏

楽
部)

▽
目
代
亜
由
美

(

同)

▽
蛯
名
恵
美

(

同)

▽
野
田
あ
り
さ

(

七
戸
高
一
年
・
吹

奏
楽
部)

▽
高
田
千
幸

(

同)

▽
和
田
ち
づ
る

(

同)

▽
蛯
名
由
美
子

(

同)

▽
目
代
久
美
子

(

同)

▽
甲
地
千
絵
子

(

同)

▽
小
松
春
香

(

同)

J
O
P
M
N
�

▽
岩
崎
定
美

(

東
北
町
文
化
協
会
・

写
真
ク
ラ
ブ)

J
�
�
�
�
�

▽
甲
地
直
樹

(

三
沢
商
高
三
年
・
ラ

グ
ビ
ー)

▽
伊
藤
彰
英

(

東
奥
義
塾
高
三
年
・

ス
キ
ー)

����������������
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▽
岡
山
牧
夫

(

青
森
県
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
協
会
・
陸
上)

▽
須
川
チ
ヱ

(

同)
▽
新
山
さ
つ

(

同)

▽
荒
木
広
子

(

同)

▽
澤
居
勝
義

(
東
北
町
陸
上
競
技
協

会
・
陸
上)

▽
蛯
名
昌
彦

(

同)

▽
蛯
沢
裕
一

(

同)

▽
久
保
田
一
生

(

同)

▽
中
山
昭
太
郎

(

東
北
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ)

▽
野
村
尚
人

(

東
北
町
柔
道
協
会)

▽
尾
形
志
穂
美(

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル)

▽
沼
山
瑞
季

(

同)

▽
小
笠
原
佳
寿
美

(

同)

▽
阿
部
千
恵
美

(

同)

▽
山
田
美
奈
子

(

ミ
セ
ス
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
ズ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル)

▽
新
山
亜
也
子(

東
北
福
祉
大
四
年
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル)

▽
蛯
名
久
美

(

盛
岡
大
二
年
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル)

▽
前
野
早
紀

(

青
森
山
田
高
三
年
・

駅
伝)

▽
柴
崎
望
美

(

同
二
年
・
柔
道)

▽
佐
藤
裕
覚

(

十
和
田
工
高
三
年
・

空
手)

▽
荒
木
成

(

同
二
年
・
駅
伝)

▽
澤
口
祐
吾

(

光
星
学
院
高
二
年
・

駅
伝)

▽
蛯
沢
祐

(

同
三
年
・
同)

▽
小
原
さ
く
ら

(

同
三
年
・
駅
伝)

▽
榊
和
樹

(

七
戸
高
一
年
・
ボ
ク
シ

ン
グ)

▽
本
間
政
崇(

八
戸
工
大
一
高
三
年
・

柔
道)

▽
櫻
井
美
穂

(

同
二
年
・
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス)

▽
蛯
沢
未
奈
美

(

同)

▽
鶴
ケ
崎
秀
平

(

野
辺
地
高
一
年
・

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル)

▽
上
野
将

(

同
三
年
・
同)

▽
沼
山
里
美

(

同
二
年
・
同))

▽
木
村
琴
音

(

同)

▽
土
橋
智
恵
子

(

同)
▽
沢
田
瑞
恵

(

同
三
年
・
同)

▽
坪
有
香
子

(

同)

▽
乙
部
寿
文

(

三
本
木
農
高
三
年
・

ラ
グ
ビ
ー)

▽
沢
田
貴
史

(
同)

▽
中
村
勇
太
郎

(
同)

▽
野
村
龍
徳

(

同)

▽
鎌
本
雄
大

(

同
二
年
・
同)

▽
新
山
忠
宏

(

同)

▽
中
村
諒
介

(

同)

▽
千
葉
実

(

同)

▽
鶴
ケ
崎
好
昭

(

三
沢
商
高
二
年
・

ラ
グ
ビ
ー)

▽
佐
藤
啓
示

(

同)

▽
乙
山
紗
恵
子(

同
三
年
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル)

▽
鶴
ケ
崎
侑
実

(

同
三
年
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル)

▽
鶴
ケ
崎
貢
平

(

青
森
北
高
一
年
・

柔
道)

▽
鶴
ケ
崎
志
乃

(

同
一
年
・
陸
上)

▽
蛯
沢
浩
司

(

東
奥
義
塾
高
二
年
・

ス
キ
ー)

▽
田
島
誠
子

(

三
沢
高
二
年
・
サ
ッ

カ
ー)

▽
吹
越
由
菜

(

同
一
年
・
同)

▽
蛯
名
美
香

(

同)

▽
千
葉
麻
衣
子

(

同)
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▽
監
督－

白
石
安
敏
▽
キ
ャ
プ
テ
ン－

岩
間
朗
▽
選
手－

蛯
沢
文
雄
、
江
刺

家
力
、
蛯
沢
武
志
、
乙
崎
一
男
、
乙

供
義
雄
、
高
橋
憲
一
、
小
林
義
夫
、

乙
山
信
一
、
沼
田
栄
之
進
、
森
川
博

英
、
笹
倉
隆
悦
、
黒
川
茂
、
駒
形
登
、

斗
賀
壽
一
、
木
村
富
穂
、
沼
山
武
美
、

中
村
雅
樹
、
乙
部
吉
廣
、
蛯
沢
敏
、

原
子
正
徳
、
沢
居
勝
太
郎


�
�
�
�
�
�

▽
監
督－

沼
山
栄
一
▽
キ
ャ
プ
テ
ン－

堤
精
司
▽
田
中
誠
、
甲
地
和
寿
、
本

間
勉
、
乙
供
俊
彦
、
甲
地
充
、
乙
部

英
夫
、
甲
地
三
代
登
、
大
山
美
国
、

小
林
真
也
、
藤
田
勇
、
木
津
孝
治
、

高
山
剛
克
、
高
田
一
仁
、
松
山
幹
浩
、

横
川
富
雄


�
�
�
�
�
�
�
�
�
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▽
監
督－
駒
井
喜
代
春
▽
キ
ャ
プ
テ

ン－

沼
田
信
一
▽
岡
山
譲
、
石
田
義

政
、
沼
山
優
敏
、
附
田
容
堂
、
吹
越

隆
輔
、
和
田
道
行
、
佐
藤
直
樹
、
大

崎
慶
一
、
吹
越
敏
行
、
向
井
輝
彦
、

佐
藤
研
聖
、
吹
越
隆
宏
、
天
間
一
、

尾
山
奨


�
�
!
"
 

▽
主
将－

沼
山
助
十
郎
▽
沼
山
光
代
、

山
口
つ
や
、
蛯
澤
ト
シ
、
久
保
田
ヨ

シ
ノ
、
中
村
と
め
、
沼
田
チ
ヨ


�
�
�
�
#
$
%
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▽
監
督－

蛯
名
誠
▽
瀬
川
明
、
和
田

博
、
蛯
名
俊
彦
、
田
嶋
勝
則


'
(
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*
+
�
�
�
�

▽
監
督－

鳥
山
ア
サ
子
▽
コ
ー
チ－

久
保
田
利
子
▽
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー－

山

田
敦
子
▽
沼
山
さ
よ
、
松
山
里
美
、

高
松
幸
、
甲
地
淳
子
、
向
井
美
奈
子
、

常
盤
邦
子
、
鶴
ケ
崎
寿
子
、
蛯
沢
郁

子
、
下
斗
米
伊
久
子
、
清
水
頭
愛
美
、

蛯
沢
令
子
、
中
村
彩
子


�
�
�
,
-
�
 

▽
監
督－

浜
田
靖
信
▽
阿
部
治
、
野

村
剛
史
、
相
馬
生
二
、
佐
藤
慶
、
野

村
尚
人


.
/
0
1
2
3
�
�
�
4
�
5

▽
監
督－

原
田
心
一
▽
コ
ー
チ－

千

曳
健
二
、
今
野
恵
史
、
苫
米
地
利
歌

子
、
小
坂
利
也
、
竹
内
恒
幸
、
小
笠

原
雅
隆
、
蛯
名
昌
彦
、
松
尾
雅
樹
▽

選
手－

金
田
浩
季
、
鶴
ケ
崎
知
己
、

蛯
沢
祐
、
澤
口
祐
吾
、
荒
木
成
、
前

野
早
紀
、
小
原
さ
く
ら
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農
業
を
魅
力
あ
る
職
場
に
す
る
た

め
、
休
日
や
労
働
報
酬
、
労
働
時
間

等
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
決
め
る
、
家

族
経
営
協
定
調
印
式
が
三
月
二
日
、

青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
七
家
族
が
家
族
経
営
協

定
を
締
結
し
、
調
印
し
ま
し
た
。
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新
町
集
会
所
の
完
成
お
披
露
目
会

が
三
月
四
日
、
同
集
会
所
で
開
か
れ
、

関
係
者
ら
約
七
十
人
が
参
加
し
て
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

同
集
会
所
は
木
造
平
屋
建
て
で
、

延
床
面
積
三
百
六
十
四
・
三
八
㎡
。

会
議
室
や
調
理
室
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

お
披
露
目
会
で
は
、
天
間
啓
次
町

内
会
長
が

｢

立
派
な
建
物
を
町
内
会

の
た
め
、
町
の
た
め
、
住
民
の
幸
せ

の
た
め
に
活
用
し
て
い
き
た
い｣

と

あ
い
さ
つ
し
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が

大
黒
舞
な
ど
を
披
露
し
て
、
完
成
に

花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

栄
町
集
会
所
の
開
館
祝
賀
会
が
二

月
十
八
日
、
同
集
会
所
で
開
か
れ
、

関
係
者
ら
約
百
六
十
人
が
参
加
し
て

開
館
を
祝
い
ま
し
た
。

同
集
会
所
は
木
造
平
屋
建
て
で
、

延
床
面
積
三
百
六
十
四
・
〇
四
㎡
。

会
議
室
や
調
理
室
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

祝
賀
会
で
は
、
小
笠
原
英
己
町
内

会
長
が｢

設
計
に
町
内
会
が
参
画
し
、

満
足
す
る
集
会
所
が
で
き
た
。
み
ん

な
で
活
用
し
て
い
き
た
い｣

と
あ
い

さ
つ
し
、
栄
町
子
ど
も
会
が

｢

栄
町

集
会
所
を
大
切
に
す
る
宣
言｣

を
読

み
上
げ
ま
し
た
。

築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

各
家
族
は
、
農
作
業
等
の
責
任

分
担
、
労
働
報
酬
、
休
日
な
ど
が

書
か
れ
た
協
定
書
に
捺
印
。
締
結

家
族
を
代
表
し
て
小
笠
原
勝
紀
さ

ん
が

｢
ま
す
ま
す
の
努
力
と
家
族

の
和
を
大
切
に
し
た
農
業
経
営
体

を
作
る
よ
う
妻
と
父
母
と
と
も
に

が
ん
ば
り
ま
す｣
と
抱
負
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
家
族
経
営
協
定
は
、
農
業
に

従
事
す
る
家
族
全
員
が
お
互
い
の
立

場
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
合
い
、

各
自
が
や
り
が
い
を
も
っ
て
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
家
族
が

話
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
豊
か
で
ゆ

と
り
あ
る
農
業
経
営
と
家
族
生
活
を
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菩
提
寺
地
区
で
た
ば
こ
農
家
を
営

む
尾
形
修
さ
ん
・
千
鶴
子
さ
ん
夫
妻

が
二
月
八
日
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株

式
会
社(

木
村
宏
代
表
取
締
役
社
長)

の
社
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
賞
は
、
全
国
で
二
十
名
を
表
彰

し
た
も
の
で
、
当
町
か
ら
は
二
十
年

ぶ
り
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

受
賞
し
た
尾
形
さ
ん
夫
妻
は
、
た

ば
こ
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
二
十
九

年
目
。
た
ば
こ
経
営
・
技
術
・
リ
ー

ダ
ー
性
等
に
優
れ
、
産
地
の
維
持
発

展
に
功
労
が
あ
る
と
共
に
、
将
来
タ

バ
コ
産
業
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、

よ
り
一
層
の
品
質
改
善
並
び
に
生
産

性
の
向
上
等
産
地
の
維
持
発
展
に
寄

与
で
き
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

尾
形
さ
ん
は

｢

こ
れ
か
ら
は
、
若

い
人
が
魅
力
を
持
て
る
よ
う
な
た
ば

こ
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
後
継
者
が
出

て
く
る
よ
う
に
経
営
し
て
い
き
た
い｣

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

て
七
年
、
教
務
主
任
を
務
め
て
四
年

に
な
り
ま
す
。

学
校
で
は
、
生
徒
た
ち
に
数
学
を

教
え
る
ほ
か
、
地
域
住
民
を
招
い
た

学
習
や
時
間
割
調
整
な
ど
ス
ム
ー
ズ

な
運
営
が
高
い
評
価
を
受
け
た
も
の

で
す
。

二
本
柳
教
諭
は

｢

こ
れ
か
ら
も
生

徒
た
ち
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
共
有
で

き
る
教
師
で
あ
り
た
い｣

と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

町
で
は
三
月
九
日
、
同
日
に
百
歳

を
迎
え
た
沼
邉
キ
ヨ
さ
ん
に
長
寿
祝

い
金
を
贈
り
ま
し
た
。

沼
邉
さ
ん
は
一
九
〇
七

(

明
治
四

十)

年
三
月
九
日
、
六
ヶ
所
村
に
生

ま
れ
。
二
十
七
歳
で
佐
一
郎
さ
ん
と

結
婚
し
、
子
供
十
人
、
孫
二
十
一
人
、

ひ
孫
十
五
人
に
恵
ま
れ
、
現
在
で
も

衣
食
住
は
す
べ
て
自
分
で
行
う
、
コ
ー

ヒ
ー
が
大
好
き
な
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
す
。

贈
呈
式
で
は
、
向
井
榮
一
助
役
が

長
寿
祝
い
金
三
十
万
円
と
花
束
を
手

渡
し
、
長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

東
北
東
中
学
校
の
二
本
柳
智
弘
教

諭
が
こ
の
ほ
ど
、
二
〇
〇
六
年
度
文

部
科
学
大
臣
優
秀
教
員
表
彰
を
受
賞

し
、
二
月
十
九
日
、
役
場
町
長
室
を

訪
れ
、
竹
内
町
長
に
受
賞
報
告
を
し

ま
し
た
。

同
賞
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
始

め
ら
れ
た
賞
で
、
全
国
の
幼
稚
園
か

ら
高
校
ま
で
の
教
員
七
百
六
十
五
人
、

青
森
県
か
ら
は
十
二
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

二
本
柳
教
諭
は
、
同
校
に
赴
任
し
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第
一
回
東
北
町
郷
土
芸
能
発
表
会

が
二
月
二
十
五
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
八

団
体
が
神
楽
な
ど
の
郷
土
芸
能
を
披

露
し
、
約
五
百
人
の
観
客
が
、
舞
台

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
様
々
な
舞
を
楽

し
み
ま
し
た
。

舞
台
で
は
、
鶴
ヶ
崎
神
楽
の
権
現

舞
を
幕
開
け
に
、
鶏
舞
や
〆
切
舞
な

ど
の
演
目
が
披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
た

観
客
か
ら
は
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
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東
北
町
文
化
協
会
上
北
支
部
主
催

の
、
第
十
四
回
舞
台
部
門
芸
能
発
表

会
が
三
月
十
一
日
、
町
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
約
四
百
人
の
観
客

が
様
々
な
舞
台
を
楽
し
み
ま
し
た
。

発
表
会
に
は
、
上
北
・
東
北
両
支

部
か
ら
、
十
七
団
体
約
百
四
十
五
人

が
参
加
。
舞
台
で
は
、
日
頃
練
習
し

て
い
る
詩
吟
や
踊
り
、
歌
や
楽
器
の

演
奏
な
ど
三
十
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披

露
さ
れ
、
集
ま
っ
た
観
客
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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第
九
回
白
魚
・
蜆
・
長
芋
・
牛
乳

県
下
囲
碁
大
会
が
二
月
二
十
七
日
・

二
十
八
日
、
一
泊
二
日
の
日
程
で
㈱

青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
県
内
の
有
段
者
六
十

二
人
が
参
加
し
、
Ａ
級(

六
段
以
上)

、

Ｂ
級

(

五
段
以
下)

に
分
か
れ
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

会
場
で
の
食
事
や
入
賞
者
へ
の
賞

品
と
し
て
、
町
の
特
産
品
で
あ
る
長

芋
、
し
じ
み
、
わ
か
さ
ぎ
、
牛
乳
な

ど
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
に
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
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東
北
町
男
女
共
同
参
画
懇
話
会

(

蛯
名
慶
子
会
長)

は
二
月
二
十
六

日
、
今
後
の
町
の
男
女
共
同
参
画
推

進
に
つ
い
て
ま
と
め
た
提
言
書
を
竹

内
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

提
言
書
で
は
、
町
の
男
女
共
同
参

画
の
基
盤
を
つ
く
り
、
健
全
で
明
る

い
町
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め

｢

会
話

の
絶
え
な
い
家
族
の
食
卓
は
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
町
を
つ
く
る｣

を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に

｢

健
全
な
家
庭
を
つ
く

る
こ
と｣

や
町
民
の
歌
を
普
及
し

｢

合
併
し
た
両
地
区
の
住
民
が
統
一

さ
れ
た
意
識
を
持
つ
こ
と｣

が
提
言

さ
れ
ま
し
た
。

(
)
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R
S
T
U

V
W
X
	


�
Y
�
Z
[
'
�

テ
ィ
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会
、
青
森
銀

行
乙
供
支
店
経
友
会
、
町
陶
芸
ク
ラ

ブ
、
上
北
中
学
校
生
徒
会
、
上
北
職

業
能
力
開
発
校

(

蛯
名
正
泰
校
長)

、

上
北
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
、
心
月
寺

梅
花
講
、
㈲
織
笠
工
務
店
・
代
表
取

締
役
織
笠
福
美
、
玉
勝
温
泉
・
高
橋

あ
や
子
、
青
森
銀
行
上
北
町
支
店
青

友
会
・
会
長
立
崎
昭
十
三

�
�
�
�
�
�

◇
佐
藤
キ
ヤ
、
東
北
東
中
学
校
広
報

委
員
会
、
東
北
東
中
学
校
生
徒
会
、

暮
ら
し
と
健
康
を
考
え
る
会
、
町
保

健
協
力
員
協
議
会
、
町
食
生
活
改
善

推
進
会
、
シ
ル
バ
ー
陶
芸
ク
ラ
ブ
、

け
ん
し
ん
よ
う
わ
か
さ
ぎ
会
・
会
長

和
田
竹
千
代
、
町
更
生
保
護
女
性
会
・

会
長
二
ツ
森
ミ
ツ

会
長
の
竹
内
町
長
が

｢

地
域
、
行

政
、
福
祉
団
体
が
一
体
と
な
っ
て

こ
れ
ま
で
福
祉
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
被
表
彰
者
を
代
表

し
て
蛯
名
鎮
孝
さ
ん
が

｢

微
力
な

が
ら
福
祉
向
上
の
た
め
に
協
力
し

た
い｣
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略)

�
�
�
�
�
�

◇
民
生
委
員
・
児
童
委
員－
沼
山

能
章
、
熊
沢
竹
松
、
蛯
沢
京
子
、

大
杉
隆
三
、
坂
本
雄
一
、
町
屋
良

一
、
蛯
名
冨
美
男
、
蛯
名
鎮
孝
、

芋
田
廣
治

◇
社
会
福
祉
協
議
会
・
社
会
福
祉

団
体
等
役
職
員－

内
山
い
つ
、
井

上
松
男
、
浅
井
弘
志
、
松
山
勘
次

郎
、
佐
々
木
キ
ミ

◇
社
会
福
祉
協
助
者－

町
チ
ャ
リ

新
東
北
町
社
会
福
祉
協
議
会

(

吹

越
嘉
裕
会
長)

設
立
後
初
と
な
る
第

一
回
東
北
町
社
会
福
祉
大
会
が
三
月

一
日
、
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
福
祉

関
係
者
約
三
百
二
十
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
吹
越
会
長
が

｢

全
て

の
町
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え

合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
共
に
生
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
各
種

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
と
め
ま

す｣

と
式
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
名
誉
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第
一
回
東
北
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ナ

イ
タ
ー
リ
ー
グ
冬
季
大
会
が
一
月
三

十
一
日
か
ら
三
月
十
四
日
ま
で
、
北

総
合
運
動
公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

の
リ
ー
グ
戦
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
そ
の
結
果
、
東
北
選
抜
が
み
ご

と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略)

▽
優
勝－

東
北
選
抜
▽
準
優
勝－

マ

マ
リ
ン
ズ
▽
第
三
位－

チ
ー
ム
４
４

９
２

▽
Ｍ
Ｖ
Ｐ－

川
崎
純
司(

東
北
選
抜)

�
�
�
�
�
�
�
�
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合
併
後
初
と
な
る
第
一
回
東
北
町

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
三
月
四
日
、

北
総
合
運
動
公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
約
五
十
人
の
選

手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

◎
結
果
は
次
の
と
お
り
。(

敬
称
略)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

①
大
池
・
塩
沢

(

七
戸
町
体
協)

②

小
林
・
本
田

(

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ)

③
岡
山
・
白
石

(

東
北
町
体
協)

�


�
�
�
	

①
日
下
・
沢
田(

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
・

東
北
中)

②
三
上
・
竹
内

(

七
戸
町

体
協)

③
蛯
沢
・
沢
田

(

東
北
中)

(
)
%
*
�
+
,
-

!
.
/
0
1
2

3
4
5
�
�
6
7
8
%
8
&
'

第
一
回
東
北
町
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
二
月
二
十
五

日
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
選
手

た
ち
が
運
動
不
足
解
消
に
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
十
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー

グ
戦
で
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優

勝－

Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｂ
Ｅ
チ
ー
ム

▽
準
優
勝－

内
蛯
沢
チ
ー
ム

�


�
�
�
	

①
川
口
・
北
村

(

東
北
中)

②
北
村

(

涼)

・
河
島(

徳)
(

東
北
中)

③
滝

田
・
田
沢

(

自
衛
隊)

�
�
�

�
�
�

①
三
上
・
滝
澤

(

野
辺
地
町
体
協)

②
常
磐
・
後
藤

(

東
北
町
体
協)

③

小
笠
原
・
工
藤(

十
和
田
青
少
年
ホ
ー

ム)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◎
上
北
連
合
婦
人
会

(

米
内
山
サ
ツ

会
長)

は
二
月
二
十
二
日
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
素
人
芸
能
発
表
会
で
の
益
金

一
万
三
千
五
百
八
十
九
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

◎
東
北
町
商
工
会
女
性
部
は
三
月
一

日
、
三
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

◎
大
湊
百
合
子
さ
ん
は
三
月
五
日
、

故
母
大
湊
キ
ミ
コ
さ
ん
の
香
典
の
一

部
十
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

◎
け
ん
し
ん
よ
う
わ
か
さ
ぎ
会

(

和

田
竹
千
代
会
長)

は
二
月
二
十
二
日
、

三
万
六
千
六
百
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
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◆
課
長
補
佐－

竹
内
博

(

建
設
課
課

長
補
佐)
◆
総
括
主
幹－

甲
地
尚
彦

(

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
総
括
主
幹)

◆

主
任
主
査

[

昇
格]

－
坂
本
司

(

総

務
課
主
査)

�
�
�
�

◆
総
括
主
幹

[

昇
格]

－
瀬
川
司

(

財
政
課
主
幹)

◆
主
任
主
査

[
昇

任]
－

鈴
木
光
影

(

財
政
課
主
査)

�
�
�
�
�
�
	


�

◆
工
事
検
査
室
長－

乙
崎
一
男

(

福

祉
課
副
参
事
兼
高
齢
者
対
策
室
長)

�
�

�

◆
主
任
主
査

[

昇
格]

－

小
笠
原
雅

隆

(

町
民
課
主
査)

�
�
�
�

◆
副
参
事

[

昇
格]

－

吹
越
秀
人

(

建
設
課
課
長
補
佐)

◆
課
長
補
佐－

中
岫
昭
彦

(

総
務
課
課
長
補
佐)

◆

総
括
主
幹－

附
田
正
樹

(

町
民
課
総

括
主
幹)

◆
総
括
主
幹

[

昇
格]

－

附
田
誠
吾

(

建
設
課
主
幹)

◆
主
任

主
査

[

昇
格]
－

坂
本
将
栄

(

建
設

課
主
査)

◆
主
査

[

昇
格]

－

柴
崎

亮
示

(

建
設
課
主
事)

◆
主
査

[

昇

格]
－

蛯
名
真
一

(

建
設
課
主
事)

�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
主
幹

[

昇
任]

－

尾
形
繭
豪

(

基

地
対
策
室
主
任
主
査)

�
�
�
�
�
�

◆
総
括
主
幹－

蛯
沢
達
司

(

税
務
対

策
室
総
括
主
幹)

◆
総
括
主
幹－

川

口
香(

福
祉
課
総
括
主
幹)

◆
主
査－

漆
戸
和
哉

(

商
工
観
光
課
主
査)

◆

主
査

[

昇
格]

－

芋
田
洋
平

(

農
林

水
産
課
主
事)

�
�
�
�
�

◆
主
査

[

昇
格]

－

甲
田
真
希
子

(

会
計
課
分
室
主
事)

�
�
�
�

◆
主
幹

[

昇
任]

－

乙
供
信
博

(

税

務
課
主
任
主
査)

◆
主
幹[

昇
任]

－

島
川
達
哉

(

税
務
課
主
任
主
査)

�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
室
長－

蛯
名
真
規

(

税
務
対
策
室

室
長
補
佐)

◆
主
任
主
査[

昇
格]

－

米
内
山
敦
(

税
務
対
策
室
主
査)

◆

主
査－
坂
本
武
大

(

農
林
水
産
課
主

査)

◆
主
査

[
昇
格]

－

小
笠
原
晴

美(

町
民
課
主
事)
◆
主
査[

昇
格]
－

沼
田
隆
寛

(

税
務
対
策
室
主
事)

�
�
�
�

◆
副
参
事

[

昇
格]

－
濱
中
亮
徳

(

福
祉
課
課
長
補
佐)

◆
課
長
補
佐

兼
高
齢
者
対
策
室
長－

蛯
沢
邦
博

(

会
計
課
課
長
補
佐)

◆
主
査

[

昇

格]
－

戸
澤
洋(

農
林
水
産
課
主
事)

�
�
�
 
!
�
"
#
$
%
&

◆
総
括
主
幹－

蛯
名
ま
き
子

(

農
林

水
産
課
総
括
主
幹)

◆
総
括
主
幹－

立
崎
き
み
子

(

中
央
公
民
館
総
括
主

幹)

�
'
(
�

◆
副
参
事

[

昇
格]
－

蛯
名
善
治

(

町
民
課
課
長
補
佐)

◆
総
括
主
幹－

佐
々
木
勝
雄

(

建
設
課
総
括
主
幹)

�
'
(
�
)
�

◆
主
任
主
査

[

昇
格]

－

蛯
名
直
樹

(

農
林
水
産
課
主
査)

◆
主
査－

和

田
文
香

(

商
工
観
光
課
主
査)
�
*
�
+
,
�

◆
主
幹－

松
尾
雅
樹

(

農
業
委
員
会

主
幹)

◆
調
理
員－

金
沢
明
子

(

上

北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー)

�
-
�
.
�

◆
総
括
主
幹

(

昇
格)

－

萠
出
大
樹

(

下
水
道
課
主
幹)

�
�
.
�

◆
課
長
補
佐－

新
山
桂

(

企
画
課
課

長
補
佐)

◆
総
括
主
幹

[

昇
格]

－

甲
地
徳
彦

(

中
央
公
民
館
主
幹)

◆

主
幹

[

昇
任]

－

古
屋
敷
健
一

(

水

道
課
主
任
主
査)

�
/
0
1
2
�

◆
副
参
事

[

昇
格]

－

沼
田
栄
之
進

(

保
健
衛
生
課
課
長
補
佐)

�
�
3
4
5
6

◆
総
括
主
幹－

甲
田
京
子

(

東
北
支

所
総
括
主
幹)

�
6
7
�

◆
副
参
事－

町
屋
美
佐
夫

(

会
計
課

分
室
副
参
事)

◆
主
任
主
査[

昇
格]

－
野
田
嘉
奈
子

(

会
計
課
主
査)

�
8
�
�

◆
総
括
主
幹－
和
田
真
悦

(

社
会
教

育
課
総
括
主
幹)
◆
主
査[

昇
格]

－

吹
越
裕
司

(

主
事)

�
9
6
:
;
�

◆
主
幹

[

昇
任]

－

漆
戸
敬
人

(

学

務
課
主
任
主
査)

�
<
=
>
(
?

◆
副
参
事

[

昇
格]

－

蛯
名
一
弘

(

中
央
公
民
館
課
長
補
佐)

◆
総
括

主
幹－

高
田
か
つ
え

(

税
務
課
分
室

総
括
主
幹)

◆
主
任
主
査－

岡
山
貴

栄

(

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任
主
査)

�
@
A
?

◆
主
幹－

蛯
名
美
弥
子

(

中
央
公
民

館
主
幹)

�
B
C
&
D
E
F
�

◆
課
長
補
佐(

北
総
合
運
動
公
園)

－

蛯
名
猛

(

水
道
課
課
長
補
佐)

◆
課

長
補
佐

(

南
総
合
運
動
公
園)

－

萩

野
泰(

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
課
長
補
佐)

◆
総
括
主
幹(

北
総
合
運
動
公
園)

－

高
山
剛
克

(

総
務
課
総
括
主
幹)

◆

主
任
主
査

[

昇
格]

－

石
田
雄
大

(

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
査)

◆
主
査

[

昇
格]

－

佐
藤
慶

(

ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
主
事)

◆
調
理
員

(

北
総
合
運

動
公
園)

－

市
川
誠
子

(

調
理
員
・

南
総
合
運
動
公
園)

�
G
H
I
J
K
J
L
M
N
O
P

◆
小
林
健

(

財
政
課
工
事
検
査
室
副

参
事
兼
室
長)

◆
松
山
和
夫(

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
用
務
員
◆
乙
崎
義
弘

(

水

道
課
総
括
主
幹)

◆
成
田
吹
子

(

学

務
課
総
括
主
幹)

�
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我が国における急速な少子化の進行等を踏まえ､ 若い子育て世帯等の経済的負担の軽減

を図る観点から､ ３歳児未満の乳幼児の養育者に対する児童手当の額を､ 第１子及び第２

子について倍増し､ 出生順位に関わらず一律１万円となりました｡

なお､ ３歳以上の児童の児童手当の額､ 支給対象年齢及び所得制限限度額については､

現行どおりです｡
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なお､ 平成19年４月から３歳未満の児童手当等の額は一律１万円となりますが､ ３歳到

達後の翌月からは､ 第１子及び第２子の手当額は５千円となります｡

詳しくは､ 東北町役場福祉課 (分庁舎) または､ 福祉課分室 (本庁舎) までお問い合わ

せください｡

(公務員の方は勤務先にお問い合わせください｡)

G/HIDJ－東北町役場福祉課､ 福祉課分室

℡０１７６－５６－３１１１ (代表) または℡０１７５－６３－２１１１

▽福祉課 (分庁舎) 内線５２８ ▽福祉課分室 (本庁舎) 内線１４１
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｢学生納付特例制度｣ は､

一般的に所得が少ない学生の
方が在学期間中の国民年金保
険料を後払いできる制度です｡
学生本人の前年所得が一定額
以下の場合､ 承認を受けると､
その期間中は将来の老齢基礎
年金の資格期間に入り､ 万が
一の障害や死亡などの場合に
障害・遺族基礎年金を受ける
ことができます｡ 対象は､ 大
学 (大学院)､ 短大､ 高等学
校､ 高等専門学校､ 各種学校
等 (夜間・定時・通信制を含
む) に在学する20歳以上の学
生です｡ 申請先は､ 市町村の
国民年金担当窓口です｡ 前年
所得の確認が必要なため､ 申
請は毎年必要です｡

��������
�	�
���
老齢基礎年金は原則､ 65歳
から受けられますが､ 希望に
より60歳以降でも繰り上げて
受けられます｡ しかし､ 受給
年齢によって一定割合で年金
が減額され､ 65歳以降も減額
された年金を一生受けること
になります｡ (繰上げ支給)
また､ 繰上げ支給開始後は､
65歳前に特別に支給される老
齢厚生年金の支給が止まる・
病気やケガで障害者になって
も障害基礎年金を受けられな
い・万が一に夫が亡くなった
時の寡婦年金を受けられない
ということも起こります｡
いったん繰上げ請求をする

と取り消すことはできません
ので､ 繰上げ請求に関しては
慎重にお考えください｡

���������

｢事後重症による年金｣ と
は､ 傷病により障害の状態に
あるものが､ 障害認定日にお
いて政令で定める程度の障害
の状態に該当しなかった場合
で､ 当該傷病による障害によ
り65歳に達する日の前日まで
に､ 政令で定める障害の程度
の障害に該当し､ かつ､ 65歳
に達する日の前日までに裁定
請求のあった場合に支給する
年金をいいます｡
｢障害認定日｣ とは､ 障害

の程度の認定を行うべき日を
いい､ ｢初診日から起算して
１年６ヶ月を経過した日｣ 又
は ｢１年６ヶ月以内に治った
場合には治った日 (その症状
が固定し､ 治療の効果が期待
できない状態に至った日を含
む)｣ をいいます｡
障害認定日に１～３級の障
害の状態になかった人がその
後その症状が悪化し65歳にな
るまでの間に１～３級の障害
の状態になった場合､ 初診日
に厚生年金の被保険者であっ
た人には障害厚生年金が支給
され､ １級～２級の障害の場
合は障害基礎年金も支給され
ます｡ また､ 初診日に国民年
金の被保険者であった人が１
～２級に該当した場合には障
害基礎年金が支給されます｡
なお､ 支給開始は本人の請求
の翌月分からとなります｡
������
青森社会保険事務所
℡017-734-7495 (代表)
役場町民課国民年金係
℡0176-56-3111 (代表)
℡0175-63-2111
▽本庁舎 (内線153)
▽分庁舎 (内線548)
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６月１日現在で､ 全国一斉に ｢平成19年度商業統計調査｣ が行
われます｡
この調査は､ 全国の卸売業・小売業をくまなく把握して､ 事業
所の分布状況や販売活動の実態などを､ 全国・地域ごとに明らか
にすることを目的として実施され ｢商業の国勢調査｣ ともいわれ
ています｡
皆様のご協力をおねがいします｡
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県では､ 個人事業税､ 法人
県民税・事業税､ 軽油引取税
及び自動車税の口座振替の申
込みを受け付けています｡
県税の納税は便利で､ 安全・
確実な口座振替をご利用くだ
さい｡ なお､ ��������
	
�������なって
おりますので､ 自動車をお持
ちの方は��������
���

����� !"#$%&


'()*+
…８月・11月納
期分 (定期賦課分)
',)&-
./,)*+


…中間申告､ 確定申告分
'0123
…特別徴収義務
者の申告分 (徴収猶予分を
除く)
※法人県民税及び法人事業税､
軽油引取税の振替日は､ 申
告期限の翌月25日です｡
'��	
…６月納期分 (定
期賦課分)
4���5

'()*+
…８月中旬
',)&-
./,)*+
�

0123
…申告期限
'��	
…４月30日
4�6,5

通帳と預金届出印を持参の
うえ､ 申込用紙 (青森県県税
徴収口座振替依頼書) で､ 最
寄りの取扱金融機関または各
地域県民局県税部にお申込み
ください｡
申込用紙は､ 取扱金融機関
や各地域県民局県税部の窓口
に備え付けてあります｡

詳しくは､ お近くの取扱金
融機関または上北地域県民局
県税部まで｡
78�9:;<－上北地域県
民局県税部管理課
℡0176-22-8111内線 (205)

������
�
� 	 
 �

=>?@ABC�DEFG

HIJK LMNONPQ=

公正証書とは法務大臣から
任命された国の機関である公
証人が作成する公文書のこと
です｡ 遺言は民法の定めであ
る法定相続に優先し､ 遺言者
の自らの意思に基づいて自由
に財産を配分することができ
ます｡ 遺言を遺すことにより､
遺言者の死亡後､ ｢相続が争
族になる｣ ことを防ぐことが
期待できます｡ 遺言を公正証
書にしておくと､ 自筆遺言証
書と異なり､ 遺言者の死亡後
家庭裁判所の検認を受ける必
要がなく､ 財産を受けた者は
直ちに単独で登記等の手続き
をすることができます｡
遺言公正証書の原本は公証
役場に保管されますので､ 紛
失や変造される心配がありま
せん｡ 遺言公正証書の作成に
当たっては､ 遺言する人が病
気等で動けないときは､ 公証
人が自宅や入院先に出張する
ことができます｡ 遺言公正証
書の作成が特に必要な場合は､
財産の多寡に関係なく､ 夫婦
間に子供がいない (たくさん
いる) 場合､ 再婚歴のある場

合､ 実子が既に死亡しその配
偶者に世話になっている場合､
農家や事業者で実家を継ぐ者
にすべての財産を譲りたい場
合､ 内縁関係にある夫婦 (事
実上離婚状態にある夫婦) の
場合､ 相続人の中に海外居住
者や行方不明者がいる場合な
どです｡
公証役場では､ 遺言公正証
書の作成のほかに､ 土地建物
賃貸借・金銭貸借・協議離婚
の際の慰謝料や養育費の支払
い等の契約に関する公正証書
の作成もしています｡
公証事務の相談は､ 面談も
電話も無料､ 公証人は守秘義
務を負い､ 内容が外部に洩れ
る心配はありませんのでお気
軽にお電話でご相談ください｡
78�9;<－八戸公証役場
八戸市廿三日町28

アクサ八戸ビル201
℡0178－43－1213

������������
��� !"#$%

ＮＴＴ東日本青森支店では､
４月中に順次､ 新しい電話帳
(平成19年５月発行) を各家
庭・事業所へお届けします｡
その際､ 現在お使いの電話
帳は､ 新しい電話帳とお取替
えしますので､ 配達員へお渡
しください｡
ＮＴＴでは､ 地球環境保護
として ｢電話帳循環型サイク
ル｣ を行っています｡
なお､ 配達員に古い電話帳
を渡せなかった場合､ 後日改
めて回収に伺いますので ｢R
STUVWXTRY�Z[�\]�̂\

��_｣ までご連絡ください｡
お届けする電話帳の変更や

配達冊数の変更についても､
ご連絡ください｡

������

������

����		
��� ������
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公立七戸病院では､ ｢ママ'
ズ・サポート｣ を開設します｡
地域の母性看護を必要とす
る方々の妊娠・分娩・育児等
の不安や悩みについて､ 助産
師が身体的・精神的・社会的
側面から助言・支援していき
ます｡
����－第３土曜日

(病院閉庁日)
�� �－８時から12時まで
※１人30分の個別指導・相談

(完全予約制)
���	
－平日13時から16
時までに電話でお申し込み
ください｡
℡0176－62－2105 (代表)
�� �－無料

�����������
����� !"#$%

平成19年５月１日より､ 青
森県電気機械器具製造業最低
工賃が改正されます｡
青森県の最低工賃はこの他､
和服裁縫業最低工賃と男子・
婦人既製服製造業最低工賃の
３種類あり､ それぞれの品目､
工程によって金額が定められ
ています｡
����

▽青森労働局賃金室
℡017-734-4114
▽十和田基準監督署
℡0176-23-2780

※詳細は青森労働局ホームペー
ジでもご覧いただけます｡

http://www.aomori.plb.go.jp/

&�'�()*
+,-.�/0�12

労働保険 (労災保険・雇用
保険) の申告・納付はお済み
でしょうか｡
平成18年度確定保険料・平
成19年度概算保険料の申告時
期となりました｡
保険料申告書の提出及び保
険料の納付期限は､
�����

������������です｡
お早めにお近くの金融機関､
郵便局等で手続きをしてくだ
さい｡
なお､ 申告・納付が同時に
できないときは､ 黒と赤で印
刷された申告書は最寄りの労
働基準監督署または青森労働
局へ､ ふじ色と赤で印刷され
た申告書は青森労働局へ提出
してください｡
����－青森労働局労働
保険徴収室
℡017-734-4145

����

� ���������

�	
�����

�����

������������

� !"#$%�&'"(

����������

3+456789

:;<=>

｢労働者死傷病報告｣ の

提出が必要です｡

��� !"�

������ ���	
	 ��	�

県下一斉に４月９日～15日は ｢春の火災予防週間｣ です｡
これからは､ 空気が乾燥し､ 風の強い日が多くなります｡
火の取扱いに十分に注意し､ 火災を出さないようにしま
しょう｡

#$%&'()$%&'()$*%&+

,,,)$*-./01234567,,,
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【愛好会会員】毎週水曜日
【スポ少団員】毎週木曜日
�� �－北総合運動公園
テニスコート
�� !"#$

蛯沢久志(緑町)
℡0175-63-3144

����������
��� !"�"#$%&�

%&'(�

▽１次－６月10日 (日)
▽３級以上２次

－７月８日 (日)
%	 �

【本会場】
八戸工業高等専門学校
【準会場】
各中学・高校・予備校等
%) *

受験級によります
%+,(-

５月17日 (木) まで
%./01

特約書店・準会場・イン
ターネット・コンビニ等で
お申込ください｡
そのほか､ 準１級以上は
本会場で実施します｡
%2345

http://www.eiken.or.jp
6� !"#$

℡0176－24－3028 (佐藤)

子供の健全育成のため､ 柔道をやらせてみませんか？
礼儀､ あいさつのできる子供の育成をめざして､ がんばっ
ています｡
78�9:－幼児から12才までの男女
7��;�<;=>$

▽東北地区－Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
毎週 月・水・木 午後６時30分～８時30分
東北町役場スポーツ振興課 佐藤慶
℡0175－63－3500
▽上北地区－上北中学校柔剣道場 ｢誠心館｣
毎週 月・水・金 午後６時30分～８時30分
東北町役場福祉課 阿部治
℡0176－56－3111 (内線529)
?@AB�CDE��	�FGHI JKL �

��������	
��
MNOPQ RSTU��V�

(財) 消防試験研究センター青森県支部は､ 消防法の規
定により青森県知事から委任された平成19年度前期危険物
取扱者試験を次のとおり実施します｡
☆同一人による受験は､ それぞれの全試験日において受験
することができます｡
WX(YZ[\]^_`�ab

7cdefghiTjk

危険物取扱者及び消防設備士の免状をお持ちの皆さんは､
免状交付日から10年以内ごとに写真書換えが必要です｡
7efghilmTcd��n�oS�Dpq1rstJ�

書換え期間の過ぎた免状をお持ちの方は､ 至急手続をとっ
てください｡
6�!#$－〒030－0861

青森市長島２－１－５ みどりやビル４階
(財) 消防試験研究センター青森県支部
℡017－722－1902

��������	��
�

� � � ��� � � � � � � 	
��

６／16 (土) 弘 前 市
八 戸 市

弘前東高校
八戸工業高校

甲 種
乙 種
(全類)
丙 種

５／７
～
５／16

６／17 (日)
青 森 市
十和田市
む つ 市

青森工業高校
三本木農業高校
むつ工業高校

６／23 (土) 弘 前 市
八 戸 市

弘前東高校
八戸工業高校

６／24 (日)
青 森 市
十和田市
む つ 市

青森工業高校
十和田工業高校
むつ工業高校

６／30 (土) 鯵ヶ沢町 鯵ヶ沢高校
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��� ５月３日祝�
【雨天決行】

� ! 午前４時から花切川本
流右岸駐車場に設置する大会
本部で行ないます｡
�"#$% 午前５時～11時
�"#&' 花火の合図で各自
の釣り場へ移動して競技開始
���() 花切川本流域及び
中花切川の一部
�*+,

一 般 (高校生以上)
2,000円

ジュニア (中学生以下)
1,000円

�-. 船・リールは使用禁止｡
竿は長さ18尺以内で１本のみ
/01234 役場商工観光課

�0176－56－4148�����������������������������������������������������������
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